
（別紙３）

～ 2025年12月31日

（対象者数） 30 （回答者数） 22

～ 2025年12月20日

（対象者数） 9 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 活動内容の種類と内容を充実させる。

2 ミーティングや研修の機会を更に増やしていく。

3 利用している子どもによって変更するようにしている。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 近隣の施設との積極的な関わりを増やしていく。

2 活発な意見交換を行う。

3 研修をし、知識を深めていく。

日々のプログラムを事前に決めて実施している。 内容が重ならないように工夫をしている。

○事業所名 グローブ

○保護者評価実施期間
2025年11月27日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2025年11月27日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年1月13日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

支援についての職員間の情報共有を徹底している。 シフトの関係でいない職員にも確実に伝達する。

部屋の構造化及び使い方の工夫をしている。
決まっている間取りの中で、それぞれの子どもが落ち着いて過

ごせるように工夫をしている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域との交流を深めていく。 開所して１年のため地域施設との交流が浅かった。

職員の個々のスキルアップとそれぞれの得意分野を活かした事

業所運営をする。
職員個々の専門性を活かしきれていない。

継続的な福祉サービスの全般の知識を深めていく。
児童発達支援と放課後等デイサービス以外の福祉サービスの知

識が薄い。

事業所における自己評価総括表公表


